
盲

■
私
の
意
見

医
職
住
遊
学
の

圭
琴
学
つ
や
つ
〃
、
、
リ

馬
場
茂
明

命
戸
大
学
名
誉
教
授
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康
科
学
・
技
術
政
策
諮
問
善
尋

･ ゼーー

「
神
戸
っ
子
」
四
月
号
に
生
活
文
化
の
創
造
を
テ

ー
マ
に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
衣
食
住
遊
」
と
い
う

座
談
会
の
記
事
が
救
っ
て
い
た
。
神
戸
ら
し
い
セ

ン
ス
の
あ
る
話
題
は
、
新
し
い
神
戸
に
熱
い
思
い

が
、
惨
ん
で
い
た
。
私
は
、
最
近
『
医
職
住
遊
学

の
ま
ち
づ
く
り
』
と
い
う
本
を
書
い
た
の
で
一
層

興
味
を
も
っ
て
読
ま
せ
て
頂
い
た
。
阪
神
淡
路
大

震
災
に
は
、
人
間
の
生
き
方
、
思
い
や
り
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
地
球
環
境
と
の
共
生
に
つ
い
て
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
。
あ
た
か
も
震
災
前
よ
り
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
厚
生
省
は
、
健
康
な
都

市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
施
策
を
推
進
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
大
震
災
に
遭
っ
て
一
層
「
ま
ち
づ
く

り
」
へ
の
思
い
が
強
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ

た
。
人
間
の
生
活
の
基
本
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

「
衣
食
住
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
心
の
ゆ
と
り
と
、
生

き
る
喜
び
の
文
化
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
が
「
衣
食

住
遊
」
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

近
年
、
世
界
は
人
口
の
都
市
集
中
化
、
高
齢
化
、

地
球
環
境
の
変
化
、
経
済
格
差
の
拡
大
、
疾
病
構

造
の
変
化
な
ど
が
お
こ
り
、
人
間
の
健
康
問
題
が

次
世
紀
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
私
は
「
衣

食
住
」
時
代
か
ら
健
康
文
化
の
創
造
と
し
て
の

「
医
職
住
」
の
時
代
へ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る

と
共
に
、
遊
び
と
、
学
び
の
文
化
を
も
つ
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
二
十
一
世
紀

は
、
新
し
い
生
活
哲
理
と
最
先
端
科
学
技
術
を
も

っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
全
世
界
の
知
恵
を
集
め
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
、
「
医
職
住
遊
学
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
提
唱
し
た
。

神
戸
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
世
界
の
モ
デ
ル
で
あ

り
、
人
類
の
心
と
科
学
の
実
践
で
あ
り
た
い
と
思

う
の
は
私
一
人
だ
け
で
な
い
と
信
ず
る
。

ｌ
”
Ｉ
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●
選
考
委
員

石
山
靖
夫

加
藤
征
史
郎

北
村
新
三

山
本
節

受
賞
者
発
表

第
罰
回井

植
文
化
賞

。
■
■
回
回
国
■
■
●
回
●
。
■
■
■
。
■
ｅ
ｇ
ｇ
■
９
回
■
。
。
■
●
＠
回
ｅ
●
●
巳
。
■
Ｂ
ａ
ａ
ｇ
●
９
回
●
●
ロ
●
●
■
●
■
Ｃ
Ｇ
①
ｅ
●
②
●
●
ｅ
ｅ
ｅ
Ｇ
ｅ
●
Ｇ
○
●
●
●
。
⑪
●
●
●
●
回
●
■
。
●
●
●
Ｇ
●
●
。
●

、
選
考
委
員

馬
部
貴
司
男

竹
内
和
夫

島
京
子

１
２８

１

戦
後
、
日
本
の
復
興
と
繁
栄
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
洋
電
機
株
式
会
社
の
創
設
者
、

故
・
井
植
歳
男
氏
の
遺
志
に
よ
り
、
昭
和
必
年
ｎ
月
に
「
財
団
法
人
井
植
記
念
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
兵
庫
県
在
住
、
ま
た
は
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
、
あ
る
い
は
団
体
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
り
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
（
団
体
）

の
功
績
を
讃
え
、
地
域
社
会
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
、
昭
和
砿
年
に

亜
刈
植
文
化
晋
昌
を
制
定
し
ま
し
た
。

第
皿
回
の
こ
と
し
の
６
部
門
の
受
賞
者
は
、
選
考
の
結
果
、
次
の
と
お
り
に
決
定
し
ま
し

た
．
受
賞
者
に
は
ラ
イ
オ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
、
副
賞
と
し
て
賞
金
（
個
人
釦
万
円
、
団
体

釦
万
円
）
が
贈
ら
れ
ま
す
。

■
文
化
芸
術
部
門

佐
伯
敏
光

〈
小
説
〉

■
科
学
技
術
部
門

水
野
耕
作

〈
整
形
外
科
医
〉
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⑳
選
考
委
員

小
室
豊
允

小
笠
原
暁

崎
山
昌
度

主
催
・
財
団
法
人
井
植
記
念
会

●
●
●
。
●
。
、
Ｄ
Ｂ
●
●
ｐ
●
■
■
○
■
。
●
。
■
●
■
。
。
■
●
■
■
。
●
。
。
ｇ
●
●
●
■
■
●
●
●
●
■
●
句
⑨
Ｇ
●
●
●
ｇ
●
●
Ｇ
●
句
団
●
●
●
●
。
■
●
●
。
●
。
。
⑥
●
。
●
。
●
■
●
●
●
●
○
回
。
●
●
●
■

（
敬
称
略
）

●
●
●
●
。
●
■
④
。
■
●
回
●
●
●
、
●
■
＠
回
●
■
●
Ｂ
回
ゆ
り
、
●
Ｃ
ｅ
。
Ｐ
●
■
●
●
。
●
●
●
●
●
ｐ
●
。
●
●
。
●
●
。
。
●
●
●
■
●
●
●
。
●
。
●
●
●
●
●
■
●
Ｏ
ｇ
ｇ
■
●
●
Ｇ
●
●
■
●
。
■
。
Ｇ
⑤
●
●

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
＠
回
●
●
●
●
●
ｇ
●
⑨
回
●
Ｇ
●
●
。
⑨
。
、
●
●
回
＠
回
■
●
●
。
。
●
●
●
●
。
●
●
■
、
●
①
●
●
●
●
●
●
。
●
●
。
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
。
●
●
。
●
●
。
○
■
●
●
■
●

。
。
、
●
●
●
●
①
●
●
●
●
ロ
色
■
●
●
回
●
■
Ｇ
ｅ
ｅ
。
⑨
●
、
●
。
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
。
■
●
■
。
●
●
。
。
。
●
●
●
■
。
■
。
●
●
●
。
●
。
●
。
■
。
●
■
■
Ｇ
●
●
⑤
。
■
●
⑤
○
○
○
Ｂ
回
●
●
■
回

■
国
際
交
流
部
門

古
樺
峯
子

へ
申
ヨ
ョ
蕊
弼
会
訓
会
島
〉

、
選
考
委
員

宮
本
和

中
元
孝
辿

向
井
輝
彦

１
２９

１

■
社
会
福
祉
部
門

神
戸
新
聞
厚
生
事
業
団

〈
理
事
長
池
口
善
英
〉

⑳
選
考
委
員

野
上
文
夫

津
田
元
橋
本
明

■
報
道
出
版
部
門

山
本
靖
夫
『
イ
ヌ
ワ
シ
を
追
っ
て
』

崖
地
域
活
動
部
門

戸
谷
松
司

〈
姫
路
市
立
美
術
館
館
長
〉

③
選
考
委
員

新
野
幸
次
郎

宇
都
宮
浩

住
野
和
子
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ン
卜
と
青
年
の
精
神
へ
の
深
い
探
索
を
交

錯
さ
せ
な
が
ら
、
確
か
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
書
き
切
っ
て
い
る
。
そ
の
成
功
は

作
家
と
し
て
の
力
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
日
々
、
高
校
生
た
ち
と
か
か
わ
っ
て

い
る
一
教
師
の
誠
実
な
熱
い
視
線
に
貫
か

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
時
宜
を
得
た

秀
作
と
し
て
推
奨
し
、
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
た
い
。
〈
竹
内
和
夫
〉

佐
伯
敏
光
氏
の
受
賞
作
品
「
活
断
層
」

は
、
高
校
登
校
拒
否
に
始
ま
る
五
年
間
の

精
神
の
自
壊
を
経
験
し
た
新
聞
配
達
青
年

が
、
被
災
地
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
た

ち
と
の
出
会
い
の
中
で
内
向
し
て
い
た
言

葉
を
表
出
さ
せ
、
生
き
る
活
力
を
固
め
て

い
く
経
過
を
追
っ
た
長
編
小
説
で
あ
る
。

震
災
と
登
校
拒
否
と
い
う
一
見
不
連
続

な
二
つ
の
主
題
を
、
地
殻
と
精
神
の
断
層

と
し
て
対
置
さ
せ
、
被
災
地
の
ド
キ
ュ
メ

震
災
体
験
を
文
学
に
昇
華

佐
伯
敏
光

第
迦
回
井
植
文
化
賞

ｆ
ｊ
寺
〈
ル
山
菩
云
滞
州
諏
即
函
Ｍ
ｆ
ｊ

写一

一
一

Ｆ
１

”

Ｉ

専
~ 弓

０
１
３
１

■
選
考
経
過

候
補
作
高
宮
謙
「
草
原
の
八
月
」
は
敗

戦
時
の
旧
満
州
吉
林
省
に
お
け
る
混
乱

を
、
義
勇
隊
の
少
年
の
眼
で
描
き
、
草
原

を
逃
避
行
す
る
難
民
を
襲
う
ソ
連
兵
の
、

略
奪
や
暴
行
や
殺
り
く
の
数
日
間
が
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
展
開
さ
れ
て
い

く
。
駒
井
妙
子
「
桜
は
今
年
も
咲
い
た
」

は
、
老
い
の
境
地
を
描
い
た
も
の
で
、
全

体
に
泣
き
も
嘆
き
も
な
く
淡
々
と
し
て
い

て
、
作
者
の
力
量
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

佐
伯
敏
光
「
活
断
層
」
は
、
高
校
登
校
拒

否
の
経
験
を
も
つ
主
人
公
が
、
被
災
地
で

逢
し
く
生
蛍
葛
ひ
と
た
ち
と
の
出
会
い
で

真
の
自
己
を
発
見
す
る
と
い
う
長
編
小
説

（
三
六
○
枚
）
。
震
災
と
登
校
拒
否
と
い
う

二
つ
の
テ
ー
マ
を
青
年
の
自
己
回
復
と
い

う
軸
に
か
ら
ま
せ
、
し
っ
か
り
と
書
い
て

い
る
。
氏
の
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
」
で
の
キ

ャ
リ
ア
を
併
せ
て
、
受
賞
と
な
っ
た
．

③
選
考
委
員

馬
部
貴
司
男

〈
作
家
〉

竹
内
和
夫

〈
作
家
〉

島
京
子

〈
作
家
〉

③
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
河
口
龍
夫
〈
現
代
美
衝

２
山
田
幸
平
〈
作
家
〉

３
横
井
和
子
〈
ピ
ア
ニ
ス
ト
》

４
荒
木
高
子
〈
陶
芸
家
〉

５
多
田
智
満
子
〈
詩
人
〉

６
田
原
宮
子
〈
ピ
ア
ニ
ス
ト
〉

７
昇
外
義
〈
画
家
〉

８
安
水
稔
和
〈
詩
人
〉

９
延
原
武
春
〈
指
揮
挙
写

畑
山
沢
栄
子
〈
写
真
家
〉

州
神
戸
潔
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

旭
青
木
は
る
み
〈
詩
人
〉

杷
今
竹
七
郎
〈
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
←

慨
菅
沼
澗
〈
演
出
家
〉

朽
宇
江
敏
勝
〈
作
家
〉

お
光
安
義
光
〈
建
築
家
〉

”
大
前
哲
〈
作
曲
一
謬

杷
鈴
木
漠
〈
詩
人
〉

ね
嶋
本
昭
三
〈
前
衛
美
術
〉

即
甲
南
高
等
学
校
貴
志
康
一
記
念
室

自宅にて
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鴨

両
﹇

睡
咋

呼
Ｊ

震
災
時
の
救
急
医
療
活
動
に
尽
力
、
選
考
委
員
石
山
靖
男

稗
戸
闇
メ
デ
ィ
ア
開
発
員
〉

加
藤
征
史
郎

水
野
耕
作
《
諭
一
癖
大
掌
嬢
掌
翻
長
》

北
村
新
三

〈
神
戸
大
学
工
学
部
長
〉

山
本
節

〈
神
戸
大
学
医
学
部
曇

大
震
災
で
は
骨
折
や
手
足
の
麻
郷
、
挫
か
ら
神
戸
大
学
の
み
な
ら
ず
兵
庫
県
の
災

滅
症
候
群
な
ど
整
形
外
科
領
域
の
外
傷
が
害
対
策
委
員
と
し
て
活
曜
さ
れ
ま
し
た
。

多
数
発
生
し
ま
し
た
が
、
全
力
で
治
療
に
ま
た
、
骨
粗
霜
症
の
治
療
に
関
す
る
草

当
た
ら
れ
、
巡
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
け
的
な
研
究
者
の
一
人
で
あ
り
、
骨
折

チ
ー
ム
を
結
成
。
各
避
難
所
を
ポ
ラ
ン
テ
の
癒
合
課
程
な
ど
骨
の
病
態
を
研
究
さ

イ
ア
と
し
て
巡
回
し
、
二
次
的
傷
害
の
予
れ
、
骨
折
部
に
発
生
す
る
血
腫
の
重
要
な

防
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
で
の
貴
側
き
を
発
見
し
、
日
本
整
形
外
科
学
会
の

重
な
治
療
経
験
は
学
会
に
お
い
て
頻
回
に
特
別
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
国
際
的
に
も
評

報
告
さ
れ
、
学
会
誌
の
他
、
報
告
書
の
記
価
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

録
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
体
験
〈
山
本
節
〉

第
迦
回
井
植
文
化
賞

〜
科
学
技
術
部
門
〜

再戸

、画

■
選
考
経
過

土
木
、
情
報
な
ど
の
様
々
な
分
野
の
研

究
が
統
合
さ
れ
た
「
都
市
安
全
研
究
セ
ン

タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ン
や
、
西
播
磨
の
大
型

放
射
光
施
設
「
ス
プ
リ
ン
グ
８
」
、
さ
ら

に
土
木
建
築
技
術
の
粋
を
集
め
た
明
石
大

橋
開
通
な
ど
、
今
後
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
目
白
押
し
の
科
学
技
術
界
。

そ
ん
な
中
、
工
学
の
分
野
で
は
超
精
密

加
工
技
術
専
門
で
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
の
開

発
を
し
て
い
る
森
脇
俊
道
が
、
ま
た
生
物

科
学
の
分
野
で
は
昆
虫
の
脱
皮
ホ
ル
モ
ン

の
合
成
と
放
出
を
誘
導
す
る
ホ
ル
モ
ン
の

精
製
と
放
出
機
構
に
関
す
る
研
究
で
注
目

さ
れ
て
い
る
相
薗
泰
生
が
候
補
に
あ
が
っ

た
。医

学
部
門
の
水
野
耕
作
は
整
形
外
科
医

と
し
て
震
災
時
の
救
急
医
療
活
動
に
尽
力

し
、
災
害
救
急
医
療
へ
の
多
大
な
る
貢
献

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

一

③
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
撰
井
春
輔
〈
岩
盤
力
学
〉

２
杉
山
武
敏
〈
遺
伝
子
学
〉

３
土
田
広
信
〈
農
芸
化
学
〉

４
似
田
勝
次
〈
都
市
計
画
・
趣
築
学
〉

５
沢
村
誠
志
〈
障
害
者
の
社
会
復
帰
〉

６
安
薦
四
一
《
音
響
の
研
究
〉

７
辻
荘
一
〈
家
畜
育
種
学
〉

８
西
塚
泰
美
〈
生
理
学
〉

９
中
岡
睦
雄
〈
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
〉

旭
清
水
晃
〈
微
生
物
生
態
学
〉

制
岡
田
安
弘
〈
閲
機
能
生
理
学
〉

旭
変
谷
伸
幸
〈
計
測
工
学
〉

柏
田
中
千
賀
子
〈
薬
理
学
〉

脚
安
田
武
司
〈
熱
帯
有
用
植
物
学
〉

帽
庚
畑
和
志
〈
整
形
外
科
学
〉

把
神
鳥
安
啓
〈
応
用
化
学
〉

打
加
藤
征
史
郎
〈
生
預
生
物
学
〉

把
天
湾
睦
雄
〈
耳
鼻
咽
喉
学
〉

喝
山
本
恵
一
〈
電
子
工
学
〉

釦
填
山
滋
志
〈
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
〉

１
３１

１
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ミ
の
バ
ッ
ク
を
活
か
し
、
何
回
か
の
危
機

に
際
し
て
は
民
間
福
祉
活
動
の
先
導
役
を

果
た
し
、
平
時
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
ア
ン

テ
ナ
役
、
潤
滑
油
的
役
割
、
世
話
役
、
ま

た
時
に
代
弁
者
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
ま
さ
に
地
域
と
と
も
に
「
さ
さ
え
あ

っ
て
五
十
年
」
の
歩
み
で
あ
っ
た
。
今
後

と
も
福
祉
推
進
の
大
き
な
さ
さ
え
と
し
て

さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。〈

野
上
文
夫
〉

⑳
選
考
委
員

野
上
文
夫

〈
神
戸
市
看
護
大
学
副
学
長
〉

津
田
元

〈
神
戸
新
聞
社
常
任
監
査
役
論
説

顧
問
〉橋本

明

く
家
庭
養
護
促
進
協
会
事
務
局
長
〉

大
賊
で
主
要
都
市
は
焦
土
化
し
、
街
に

戦
災
者
や
戦
災
孤
児
が
あ
ふ
れ
る
中
で
、

神
戸
新
聞
厚
生
事
業
団
は
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
設
立
さ
れ

た
。
五
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
た
平
成
七

年
、
あ
の
阪
神
淡
路
大
震
災
が
ま
た
都
市

を
直
撃
し
た
。
事
業
団
自
身
が
被
災
し
な

が
ら
、
素
早
く
全
国
へ
た
す
け
あ
い
義
援

金
を
呼
び
か
け
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

事
業
団
の
五
十
年
の
歩
み
は
、
マ
ス
コ

戦
後
五
十
年
・
地
域
の
福
祉
に
貢
献

神
戸
新
聞
厚
生
事
業
団

第４２回「なべの会」福祉団体．施設などが参加し
て盛況だったチャリティーバザー

第
皿
回
井
植
文
化
賞

ｆ
ｊ
処
世
〈
君
括
掴
私
処
郵
即
頭
ｕ
ｆ
ｊ

②
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
福
来
四
郎

２
小
畑
延
子

３
神
戸
市
立
友
生
養
護
学
校

４
春
本
幸
子

５
富
永
繁
男

６
神
戸
大
学
看
誕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
米
田
寛
子

８
神
戸
東
部
地
域
入
浴
サ
ー
ビ
ス
実
施
委
員
会

９
涌
井
安
太
郎

加
山
本
博
紫

Ⅷ
エ
リ
ア
会
Ｏ
Ｈ
Ｐ
こ
う
く

れ
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

旭
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

料
神
戸
い
の
ち
の
電
話

帽
賀
川
記
念
館

帽
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

〃
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
在
宅
ケ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ほ
ほ
え
み

旭
楢
崎
茂
登
子

ね
楽
団
あ
ぶ
あ
ぶ
あ

郡
神
戸
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
ー
協
会

２
１
３
１

■
選
考
経
過

社
会
福
祉
活
動
は
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
や
や
広
域
的

な
活
動
を
展
開
す
る
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
推

挙
、
今
年
五
十
周
年
を
迎
え
た
神
戸
新
聞

厚
生
事
業
団
も
推
薦
さ
れ
た
。
そ
の
他
、

鈴
木
都
（
Ｆ
・
Ｐ
・
Ｐ
）
の
人
形
劇
の
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
た
。

長
田
ケ
ァ
ホ
ー
ム
の
中
辻
直
行
の
仮
設

住
宅
の
支
援
活
動
は
粘
り
強
く
続
け
ら
れ

て
い
る
。
東
灘
た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
村
順
子
の
活
動
も
め
ざ
ま
し
い
。

さ
ら
に
、
震
災
関
係
で
は
、
看
護
婦
で
活

動
に
力
を
注
ぐ
黒
田
裕
子
の
「
西
神
第
七

仮
設
住
宅
か
ら
高
齢
者
の
孤
独
死
は
出
さ

な
い
」
と
い
う
心
意
気
が
披
露
さ
れ
た
。

今
年
度
は
戦
後
の
神
戸
の
福
祉
厚
生
を

大
き
く
支
え
た
神
戸
新
聞
厚
生
事
業
団
に

受
賞
が
決
ま
っ
た
。
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い
え
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。

兵
庫
県
副
知
事
か
ら
姫
路
市
長
に
就
任

し
た
戸
谷
松
司
氏
は
、
橘
川
真
一
氏
、
伊

藤
誠
氏
な
ど
を
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
、
姫
路

文
学
館
、
好
古
園
、
日
本
城
郭
研
究
セ
ン

タ
ー
、
姫
路
柵
協
大
学
を
創
設
。
駅
前
通

り
を
は
じ
め
と
し
て
、
都
市
文
化
の
向
上

に
大
い
に
貢
献
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
勇

〜
地
域
活
動
部
門
〜

④
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
城
崎
郡
日
高
町

２
明
石
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
勤

３
｝
宮
町
文
化
隣
会

４
尼
崎
郷
土
史
研
究
会

５
尻
池
南
部
地
区
自
治
連
合
協
誰
会

６
月
刊
神
戸
っ
子

７
明
延
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
会

８
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

９
丸
山
地
区
住
民
自
当
Ｐ
協
議
会

畑
ア
ン
ド
レ
・
ブ
リ
ュ
ー
ネ

ｈ
神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー

旭
尼
崎
市
荊
劇
連
結
憾
眼
会

把
ブ
ナ
を
植
え
る
会

Ｍ
松
島
具
治
郎

帽
山
村
留
学
制
度

柏
山
村
硝
子
株
式
会
社

打
（
社
）
淡
路
青
年
会
話
所

旧
保
健
医
療
福
祉
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
隠
発
検
討
委
員
会

柏
梢
報
セ
ン
タ
ー

鋤
洋
菓
子
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
展

姫
路
市
は
「
播
磨
風
土
記
」
の
頃
よ
り

要
塞
の
地
で
、
灘
の
酒
米
「
山
田
錦
」
を

つ
く
る
肥
沃
な
播
州
平
野
の
中
心
に
位
置

し
、
明
治
の
初
め
に
は
一
時
県
都
が
お
か

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
や
が
て
軍
部
、
戦
後

の
経
済
成
長
期
に
は
工
業
都
市
と
し
て
栄

え
た
。
播
磨
の
文
化
風
土
は
、
柳
田
国
男
、

三
木
清
、
和
辻
哲
郎
な
ど
を
輩
出
す
る
ほ

姫
路
市
の
文
化
的
街
づ
く
り
に
貢
献

ど
豊
か
で
あ
る
が
、
天
下
一
の
国
宝
姫
路

城
が
あ
る
た
め
か
、
都
市
の
文
化
装
置
と

戸
谷
松
司

第
迦
回
井
植
文
化
賞

回
選
考
経
過

地
震
か
ら
三
年
、
西
宮
市
の
十
大
学
が

参
加
す
る
西
宮
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

セ
ン
タ
ー
、
が
ん
ば
ろ
う
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
堀

内
正
美
、
東
灘
の
中
村
順
子
、
コ
ー
プ
こ

う
べ
の
と
も
し
び
財
団
の
活
動
は
、
現
在

も
震
災
当
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
糖
神
を
守

り
な
が
ら
続
け
ら
れ
、
今
回
高
い
評
価
を

得
た
。
芸
術
的
な
地
域
活
動
と
し
て
は
、

尼
崎
の
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
館
長
の
山
根

淑
子
、
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
支
配
人
の

岡
本
健
一
、
谷
崎
潤
一
郎
旧
邸
復
元
活
動

の
た
つ
み
都
志
、
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
神
戸

の
島
田
誠
、
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会
の
草
地
賢
一
、

丹
波
古
陶
館
な
ど
の
文
化
施
設
づ
く
り
に

貢
献
し
た
篠
山
の
中
西
通
ら
が
候
補
に
挙

が
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
、
姫
路
の
文
化

都
市
づ
く
り
に
貢
献
し
た
戸
谷
松
司
に
決

定
し
た
。

退
後
、
現
在
は
姫
路
市
立
美
術
館
の
館
長

を
務
め
て
お
ら
れ
る
。
ホ
ヨ
室
豊
允
〉

②
選
考
委
員

小
笠
原
晩

く
芦
屋
大
学
学
長
〉

小
室
辿
塁
允

危
路
濁
協
大
学
経
済
情
報
学
剖
一
写

崎
山
昌
慶

（
神
戸
市
立
博
物
館
副
館
長
〉

姫路城周辺文化ゾーンの一翼を担う姫路文学館も
戸谷氏が整備した文化施設のひとつ

3 ３
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城鍵 麓

Ｉ
型
ｌ

圏
選
考
経
過

放
送
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
「
復
興
ｗ
が
ん
ば
る
や
阪
神
淡
路
」

が
評
価
さ
れ
た
ほ
か
、
日
中
の
国
際
二
元

生
放
送
Ａ
Ｍ
神
戸
「
広
東
・
神
戸
今
日
的

流
行
歌
」
の
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
た
。

出
版
で
は
、
中
井
久
夫
編
「
１
９
９
５

年
１
月
・
神
戸
」
「
昨
日
の
ご
と
く
」
、
立

木
茂
雄
編
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
市
民
社

会
」
、
伊
藤
誠
「
ひ
ょ
う
ご
の
美
術
家
た

ち
」
、
神
戸
新
聞
社
会
部
「
ザ
・
仕
事
」
、

山
本
靖
夫
「
イ
ヌ
ワ
シ
を
追
っ
て
」
、
村

上
和
子
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
洋
菓
子
物
語
」
、
加

藤
隆
久
「
神
道
文
化
研
究
の
諸
相
／
敦
盛

の
萩
」
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
「
グ

ル
メ
シ
テ
ィ
ー
神
戸
」
な
ど
が
候
補
に
。

最
終
的
に
、
山
本
靖
夫
「
イ
ヌ
ワ
シ
を

追
っ
て
」
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
。

『

雪山で取材中の山本靖夫さん

イ
ヌ
ワ
シ
は
、
烏
の
王
者
で
あ
る
。
周

囲
を
圧
す
る
眼
光
、
鋭
い
爪
、
弾
丸
の
よ

う
な
飛
測
。
追
随
を
許
さ
ぬ
パ
ワ
ー
に

人
々
は
古
来
、
畏
敬
の
念
を
抱
き
続
け
た
。

だ
が
、
そ
の
生
態
が
解
明
さ
れ
始
め
た
の

は
ご
く
近
年
の
こ
と
だ
。

山
本
靖
夫
氏
は
、
神
戸
新
聞
社
の
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
、
そ
の
初
期
か
ら
調
査
研

究
に
か
か
わ
り
、
氷
ノ
山
の
イ
ヌ
ワ
シ
を

中
心
に
、
険
し
い
山
中
で
ナ
ゾ
の
営
み
を

兵
庫
の
イ
ヌ
ワ
シ
を
追
い
、

自
然
保
護
の
原
点
に
迫
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

「
イ
ヌ
ワ
シ
を
追
っ
て
」

山
本
靖
夫

第
迦
回
井
植
文
化
賞

〜
報
道
出
版
部
門
〜

⑨
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
「
あ
な
た
の
愛
の
手
を
」

２
神
戸
空
閏
を
記
録
す
る
会

３
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
／
落
合
蓮
信

４
サ
ン
テ
レ
ピ
「
誌
ね
て
み
た
い
兵
庫
の
手
づ
く
り
」
春
木
一
夫

５
「
兵
庫
探
検
」
『
兵
庫
史
を
歩
く
」

６
「
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
ラ
ジ
オ
講
座
」

「
神
戸
の
中
堅
１
５
０
社
」

７
神
戸
新
聞
淡
路
繕
局
「
淡
路
祭
事
記
」

８
「
神
戸
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

「
天
津
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

９
神
栄
越
郷

旭
「
私
た
ち
の
昭
和
史
」

、
『
パ
ル
モ
ア
病
院
日
里

ス
タ
ジ
オ
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ホ
ッ
ト
に
語
ろ
う
！

旭
「
収
録
港
湾
労
働
神
戸
港
」

梱
「
ひ
ょ
う
ご
経
済
人
１
０
０
人
」

料
「
火
輪
の
海
」
「
メ
ダ
ル
は
笑
顔
に
輝
い
た
」

幅
神
戸
新
聞
「
ゴ
ミ
問
題
取
材
班
」

垢
「
兵
庫
史
を
歩
く
」

”
「
播
磨
学
調
座
全
四
巻
」

把
コ
ウ
ベ
・
ド
ラ
マ
８

旧
神
戸
新
剛
コ
ラ
ム
「
正
平
鯛
」

釦
「
い
の
ち
結
ん
で
」
三
条
杜
夫

⑳
選
考
委
員

宮
本
和

〈
ラ
ジ
オ
関
西
社
長
〉

中
元
孝
辿

〈
神
戸
新
聞
論
説
委
員
長
〉

向
井
輝
彦

〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
局
長
〉

１

｡』,雲鑑毒塞悪
解
き
明
か
し
て
き
た
。
二
十
七
年
に
わ
た

る
濃
密
な
活
動
を
、
退
職
を
機
に
再
整
理

し
、
書
き
下
ろ
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

興
味
深
い
生
態
と
、
森
の
消
滅
で
追
い
詰

め
ら
れ
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
イ
ヌ
ワ

シ
の
実
態
が
、
貴
重
な
写
真
と
的
確
な
表

現
で
描
か
れ
て
い
る
。
イ
ヌ
ワ
シ
を
通
じ

て
自
然
保
護
の
原
点
を
探
る
、
得
難
い
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
〈
中
元
孝
辿
〉

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



胃翻

■ －－－

高
校
生
の
交
互
交
流
、
補
助
教
員
の
派

遣
、
ス
タ
デ
ィ
ー
ッ
ア
－
の
実
施
、
ワ
ト

ル
の
会
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

例
年
お
び
た
だ
し
い
事
業
の
他
、
時
々
ユ

ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
招
致
や
訪
豪
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
敢
行
さ
れ
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
そ
の
答
え
は

誰
に
も
分
か
ら
な
い
し
、
本
人
も
「
た
だ

好
き
だ
か
ら
」
。
〈
新
野
幸
次
郎
〉

画
選
考
経
過

最
近
め
ざ
ま
し
い
国
際
交
流
活
動
を
展

開
し
て
い
る
例
と
し
て
、
日
本
初
の
国
際

二
元
生
放
送
「
広
東
・
神
戸
今
日
的
流

行
歌
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
Ａ
Ｍ
神
戸
ラ

ジ
オ
関
西
、
映
画
発
祥
の
地
と
し
て
市
民

団
体
が
主
導
と
な
り
、
被
災
地
神
戸
に
心

の
癒
し
を
も
た
ら
し
た
神
戸
一
○
○
年
映

画
祭
が
候
補
と
な
っ
た
が
、
文
化
活
動
の

ユ
ニ
ー
ク
さ
を
評
価
し
つ
つ
、
今
後
の
継

続
的
活
動
を
見
守
る
こ
と
と
な
っ
た
。

続
い
て
十
五
年
前
の
太
平
洋
学
長
会
議

を
契
機
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
理
解
の
た
め

学
際
的
な
研
究
活
動
や
公
開
講
座
を
提
供

し
続
け
て
き
た
汎
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

日
中
友
好
の
た
め
に
意
欲
的
に
活
動
を
行

っ
て
き
た
移
情
閣
（
孫
中
山
記
念
館
友
の

会
）
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
結
局
、

日
豪
協
会
設
立
以
来
二
十
五
年
間
の
献
身

的
な
活
動
を
讃
え
て
、
古
津
峯
子
に
エ
ー

ル
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑬
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
加
藤
一
郎
〈
神
戸
日
独
協
会
名
誉
会
長
・
神
戸
大
学
名

誉
教
授
〉

２
神
戸
日
本
チ
リ
協
会

３
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
／

留
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

４
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ

５
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
協
会

６
神
戸
ブ
ー
タ
ン
友
好
協
会

７
海
星
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ

８
桑
原
泰
業
〈
関
西
日
印
文
化
協
会
会
長
〉

９
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
Ｆ
Ｍ
わ
い
わ
い

伯
関
西
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１
３５

１

誰
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
好
き
だ

が
、
こ
の
人
と
そ
の
程
度
を
競
っ
て
は
な

ら
な
い
。
神
戸
日
豪
協
会
が
設
立
さ
れ
て

二
十
五
年
間
、
日
豪
の
若
者
達
の
交
流
一

筋
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、
ご
本
人
は
両

国
間
の
文
化
の
向
上
と
か
、
経
済
の
発
展

と
か
の
気
負
い
は
な
い
。
只
ひ
た
す
ら
に

教
育
者
と
し
て
の
使
命
感
の
よ
う
な
も
の

に
駆
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
活
動
し
て
こ
ら
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

長
年
に
わ
た
り
日
豪
両
国
間
の

文
化
交
流
、
人
材
育
成
に
大
き
く
貢
献

神
一
戸
日
豪
協
会
副
会
長

古
津
峯
子

第
刻
回
井
植
文
化
賞

〜
園
﹈
健
壁
父
流
部
門
〜

ｈ

・悪宅１
i蕊

戦後5 0 年カウラの日本人
墓地記念墓参。キャンベ
ラの豪日協会が神戸の被
災した高校生を招待

、

農

②
選
考
委
員

新
野
幸
次
郎

〈
神
戸
大
学
名
誉
教
授
〉

宇
都
宮
浩

〈
兵
庫
県
総
務
部
次
長
〉

住
野
和
子

〈
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
〉；雛＃
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●会費
●定員

1 9 9 7 年８月2 6 日（火）午後6 時～8 時3 0 分
神戸ミュージックアベニュー
＜中央区北野町2 - 3 - 2 2 T E L O 7 8 - 2 3 2 - 0 6 5 1＞
一般6 , 5 0 0 円子供4 , 5 0 0 円
1 2 0 名

ハバロフスク・ダンスアンサンブル歓迎パーティのご案内

ラーダズチノ（よろこび）
Ｑぬい、②■ぬぬいｎの夕

少年少女によるロシア・ハバロフスク少年少女民族ダン
スアンサンブル「ラーダスチ」のメンバーが来神。
これを歓迎して神戸っ子倶楽部の皆さんを中心に、歓迎
夕食パーティを開きます。

回

●日時
●会場

ＫＯＢＥＯＳＡＫＡＴＯＫＹＯ

3 ６

’１

当夜は、ロシアからやって来たメンバー2 6 名が出席。皆さん
と一緒に食事や社交ダンスを楽しんだり、ロシアの歌や民族
ダンスをご披露します。夏の夜のひとときを、ロシアの友人
と楽しくお過ごし下さい。ご参加をお待ちしております。
ラーダスチ！

尚、お申し込みは８月2 0 日迄に、往復ハガキにて下記までお願いします。
〒6 5 O 神戸市中央区下山手通3 - 1 - 1 8 ツインズトアビル4 Ｆ

月刊神戸っ子「ラーダスチ」係
TE L O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6 F A X O 7 8 3 3 1 - 2 7 9 5

■■■
主催／月刊神戸っ子（小泉美喜子）

レストラン「カサブランカ」（打間奈津子）
ザコウベライブソサエティ（中西健二）
兵庫県日本ロシア協会（中田善司）

コーゴコ建設

安
心
と
い
う
品
質

人
の
気
持
ち
を
真
ん
中
に
し
て
安
心
を
建
て
る
。

そ
れ
が
私
た
ち
が
考
え
る
安
心
と
い
う
品
質
で
す
。

そ
し
て
、
総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
と
し
て
の

私
た
ち
の
答
え
の
す
べ
て
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

E
EOl-Inlqi､I
KEI1SETsU

０

シェラビア東山台１番街

0 6 - 4 5 6 . 4 3 1 1 京京0 3 - 3 5 6 4 5 7 1 1
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: 謹謹雲謹雲

全
国
を
旅
す
る
機
会
が
多
い
が
、
大
き

な
観
光
地
や
仕
事
上
の
機
会
の
多
い
地
域

以
外
は
繰
り
返
し
て
行
く
こ
と
は
少
な

い
。
時
に
、
か
つ
て
印
象
の
よ
か
っ
た
場

所
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
、
と

思
っ
て
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
は
、
二
○
年
以
上

は
経
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
行
っ

て
見
て
そ
の
変
貌
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
る
。
住
ん
で
い
る
神
戸
の
中

で
も
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
久

し
ぶ
り
に
行
く
地
域
が
そ
う
な
の
は
当
然

か
も
知
れ
な
い
が
、
変
貌
の
仕
方
に
さ
ま

ざ
ま
あ
り
、
結
果
と
し
て
好
ま
し
い
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
十
数

年
、
ど
こ
で
も
地
域
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
強
調
す
る
道
具
立
て
に
努
力
を

し
、
そ
れ
な
り
に
面
白
く
な
っ
て
き
て
い

る
し
、
そ
れ
で
地
域
振
興
や
そ
の
土
地
の

人
々
の
暮
ら
し
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
外
部
か
ら
あ
ま
り
無
責
任
な
こ
と
も

い
え
な
い
と
は
思
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

も
と
も
と
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
落
差
が
気
に

な
る
こ
と
は
あ
る
。
こ
の
種
の
体
験
は
多

い
が
、
つ
い
最
近
経
験
し
た
一
例
を
あ
げ

る
。三

浦
三
崎
で
あ
る
。
か
つ
て
は
京
浜
急

行
・
三
浦
海
岸
駅
が
終
点
で
、
海
岸
に
沿

っ
て
か
な
り
の
距
離
が
あ
っ
た
が
、
今
は

三
崎
ロ
ま
で
電
車
も
延
び
、
そ
の
間
は
マ

ン
シ
ョ
ン
や
新
し
い
戸
建
て
住
宅
が
ひ
し

め
く
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
な
り
、
三
崎
ロ
か

ら
三
崎
ま
で
バ
ス
で
十
分
ば
か
り
商
店
街

が
続
く
。
か
つ
て
は
、
白
秋
の
詩
で
有
名

な
城
ケ
島
と
の
間
に
渡
船
が
あ
り
、
魚
介

採
り
の
船
遊
び
な
ど
を
楽
し
め
た
が
、
今

や
大
橋
が
で
き
て
、
両
側
の
海
岸
が
埋
め

立
て
ら
れ
、
巨
大
な
冷
凍
倉
庫
群
が
林
立

し
て
い
る
。
明
治
末
期
に
、
白
秋
が
「
城

ケ
島
の
雨
」
を
詩
作
し
た
有
名
な
旅
館
に

泊
ま
っ
た
。
そ
の
頃
は
波
打
ち
際
に
あ
っ

た
こ
の
宿
は
、
関
東
大
震
災
で
海
辺
の
土

地
が
隆
起
し
、
海
と
の
間
に
は
道
路
に
な

る
程
度
の
幅
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
も
、
与
謝
野
夫
妻
・
斉
藤
茂
吉
は
じ
め

作
家
や
著
名
人
が
よ
く
泊
ま
っ
て
、
筆
を

と
っ
た
り
向
か
い
に
見
え
る
城
ケ
島
の
眺

め
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
か
つ
て
、
二
十

数
年
前
も
こ
の
界
隈
は
そ
の
よ
う
な
風
情

が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

現
在
は
さ
ら
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
魚
市

場
の
巨
大
な
冷
凍
倉
庫
群
を
へ
だ
て
た
道

路
際
に
何
の
変
哲
も
な
く
あ
る
。
泊
ま
っ

て
み
れ
ば
、
さ
す
が
に
団
体
向
き
で
な
い

だ
け
に
ひ
な
び
た
ム
ー
ド
と
サ
ー
ビ
ス
を

感
じ
る
し
、
予
約
す
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
マ

グ
ロ
料
理
に
あ
り
つ
け
る
。
し
か
し
、
城

ケ
島
に
渡
っ
て
み
て
も
、
や
は
り
冷
凍
倉

庫
が
林
立
し
、
白
秋
の
想
い
と
は
程
遠
い

感
が
す
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
圧
巻
が
あ
る
。
一
つ

は
、
三
崎
の
西
岸
の
岩
場
で
見
る
富
士
と

落
日
の
光
景
で
、
こ
れ
は
絶
景
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
魚
市
場
の
日
曜
朝
市
で
あ

る
。
朝
六
時
頃
か
ら
、
兜
・
目
玉
・
大
ト

ロ
・
中
ト
ロ
・
カ
マ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
マ

グ
ロ
が
、
市
価
の
半
値
か
そ
れ
以
下
で
数

十
と
い
う
屋
台
店
に
並
べ
ら
れ
、
東
京
方

面
か
ら
も
車
で
多
く
の
買
出
し
客
が
く
る

し
、
即
席
料
理
も
あ
る
。
釣
り
人
と
マ
グ

ロ
目
当
て
が
「
城
ケ
島
」
の
眺
め
を
吹
っ

飛
ば
し
た
感
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
好
し

と
い
う
べ
き
か
。

塁
雪雲

ワ

口
一画函

雪
一

牌ﾛ ，試琶圭二3７ ＝巳園

三浦三崎西岸より見る落日の富士
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ア
メ
リ
カ
軍
関
係
の
建
物
の
一
室
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
民
族

解
放
戦
線
の
ゲ
リ
ラ
に
よ
っ
て
爆
破
さ
れ
、
そ
の
ゲ
リ
ラ
が

外
へ
逃
げ
出
し
た
。
追
い
か
け
た
米
兵
が
、
ゲ
リ
ラ
が
逃
げ

た
方
向
へ
銃
弾
を
撃
ち
つ
づ
け
た
。
す
る
と
、
す
ぐ
隣
の
ホ

テ
ル
の
窓
か
ら
顔
を
出
し
た
米
兵
が
、
下
へ
向
っ
て
銃
を
撃

っ
た
。
ゲ
リ
ラ
は
と
っ
く
に
姿
を
く
ら
ま
し
て
い
た
が
、
誰

も
い
な
い
と
こ
ろ
へ
向
け
た
銃
弾
が
、
い
つ
ま
で
も
空
し
い

音
を
ひ
び
か
せ
て
い
た
…
…
私
が
サ
イ
ゴ
ン
へ
行
く
数
日

前
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
あ
る
新
聞
記
者
か
ら
聞
い
た
。

誰
も
い
な
い
と
こ
ろ
へ
銃
弾
の
雨
を
降
ら
せ
る
と
い
う
こ

の
場
面
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
兵
の
構
図
が
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
兵
は
、
見
え
な
い
敵
に
お
び
え
な

が
ら
ベ
ト
ナ
ム
で
戦
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

サ
イ
ゴ
ン
川
に
、
い
く
つ
も
の
ほ
て
い
葵
が
流
れ
て
い
る

の
を
見
た
が
、
そ
の
ほ
て
い
葵
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
も
、
そ

れ
を
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の
道
具
に
し
た
ゲ
リ
ラ
の
影
を
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
ん
な
彼
ら
が
、

帰
国
し
た
の
ち
、
心
の
空
洞
を
埋
め
る
術
も
な
く
、
人
生
を

破
綻
さ
せ
て
い
く
の
を
描
く
映
画
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
、
無
理
も
な
い
な
り
ゆ
き
な
の
だ
ろ
う
。

米
兵
は
、
サ
イ
ゴ
ン
の
酒
場
で
リ
ズ
ム
．
ア
ン
ド
・
ブ
ル

ベ
ト
ナ
ム
青
春
旅
行
花
）

村
松
友
覗
く
作
家
〉

カット／灘本唯人
題字／筆者

絶
第
昔

－
ス
に
乗
っ
て
踊
り
狂
い
、
そ
の
酒
場
の
女
性
た
ち
は
サ
イ

ゴ
ン
・
テ
ィ
を
糧
に
家
族
た
ち
を
養
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

い
つ
吹
っ
飛
ぶ
か
も
し
れ
な
い
生
活
を
、
サ
イ
ゴ
ン
の
人
々

は
日
常
の
時
間
と
し
て
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、

彼
ら
の
表
情
に
は
、
鰯
り
や
暗
さ
よ
り
も
、
こ
の
現
実
の
中

で
生
き
抜
こ
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
人
間
た
ち
を
見
た
と
き
、
私
の
中
で
何
か
が
切

り
換
っ
た
。
私
は
、
中
央
公
論
社
と
い
う
出
版
社
の
「
婦
人

公
論
」
編
集
部
員
と
い
う
身
分
だ
っ
た
。
そ
ん
な
私
の
中
に

は
、
い
く
分
か
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
精
神
と
い
う
や
つ
が
あ

っ
て
、
サ
イ
ゴ
ン
へ
や
っ
て
来
た
に
ち
が
い
な
い
。
仕
事
で

も
な
く
頼
ま
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
暮
れ
と
正
月
の
休

暇
を
つ
か
っ
て
、
“
戦
場
の
街
”
へ
や
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
見
つ
け
よ
う
と
い

う
構
え
が
、
ど
こ
か
に
あ
っ
た
は
ず
な
の
だ
。

署
名
運
動
、
デ
モ
、
カ
ン
パ
と
い
っ
た
形
式
の
中
で
、
自

分
は
戦
争
に
反
対
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
覚
は
、
も
ち
ろ

ん
も
て
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
せ
め
て
危
険
な
場
所
に
身
を

お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
自
分
の
接
点
を
見
つ
け
よ
う
と

し
て
い
た
は
ず
な
の
だ
。
そ
の
物
腰
は
、
や
は
り
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
の
も
の
だ
っ
た
、
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識

〈
む
ら
ま
つ
。
と
も
み
〉
・
九
四
○
年
東
京
生
ま
れ
。
腿
応

義
塾
大
学
文
学
部
卒
。
六
三
年
中
央
公
論
社
に
入
社
。
「
小

説
中
央
公
論
」
「
婦
人
公
論
」
「
海
」
編
集
部
員
を
経
て
、

八
一
年
退
社
。
八
二
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
直
木
質
受
賞
。

主
な
著
書
は
『
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
一
一
百
合
子
さ

ん
は
何
色
』
『
ア
ブ
サ
ン
物
証
座
『
ト
ニ
ー
谷
、
ざ
ん
す
』

だ
が
、
実
際
に
サ
イ
ゴ
ン
の
地
を
足
で
踏
み
し
め
て
か
ら

の
時
間
が
、
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
精
神
を
徐
々
に
溶
か
し

て
い
っ
た
。

サ
イ
ゴ
ン
へ
行
っ
て
い
る
新
聞
記
者
た
ち
の
様
子
を
見
て

も
、
あ
ま
り
心
を
動
か
さ
れ
な
か
っ
た
。
戦
場
の
街
で
取
材

を
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
：
…
・
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

い
た
が
、
現
実
は
少
し
ば
か
り
様
子
が
ち
が
っ
た
。
午
前
中

に
米
軍
司
令
部
の
発
表
を
録
音
し
、
そ
れ
を
も
と
に
東
京
の

本
社
へ
打
電
す
る
と
、
あ
と
は
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
、
各
社

集
っ
て
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
耽
っ
た
り
と
い
う
ぐ
あ
い
で
、
何

人
か
の
特
殊
な
記
者
を
除
い
て
は
、
ど
こ
か
鋭
さ
に
欠
け
る

印
象
を
与
え
ら
れ
た
。

私
は
、
し
だ
い
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
は
何
か
と
い
う
テ
ー

マ
や
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
終
結
す
る
条
件
を
模
索
す
る
感
覚

や
、
南
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
放
戦
線
に
仮
託
す
る
気
分
な
ど
が
、

躯
の
中
で
徐
々
に
溶
け
て
ゆ
く
の
を
感
じ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
戦
場
に
送
り
込
ま
れ
た
米
兵
の
一
人
ひ
と

り
や
、
戦
場
の
街
を
日
常
生
活
の
場
と
す
る
サ
イ
ゴ
ン
の

人
々
の
表
情
に
、
強
い
興
味
を
抱
き
は
じ
め
た
。
つ
ま
り
、

戦
争
の
意
味
を
探
る
よ
り
も
、
そ
こ
に
生
き
る
人
間
の
表
情

に
関
心
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
私
の
座
標
軸
が
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
側
か
ら
作
家
の
側
へ
と
切
り
換
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
の
作
家
と
し
て
の
視
線

が
芽
生
え
た
の
は
、
あ
の
一
九
六
六
年
の
暮
れ
か
ら
一
九
六

七
年
の
正
月
に
か
け
て
の
、
サ
イ
ゴ
ン
の
旅
だ
っ
た
の
で
あ
る
。１

３９
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ど
ん
蔵
で
も

も
う
あ
が
ん
ね
と
思
わ
ず
に

美
禰
亭
鶴
瓶
落
語
家
》

笑福亭鶴瓶（しようふくてい・つるべ）1 9 5 1 年生まれ。京都産業大学中退。
1 9 7 2 年、六代目笑福亭松餌の許に入門。テレビ「笑っていいとも」「鶴瓶．上
岡パペポT V 」「ざこば．鶴瓶らくごのご」などに出演中。

昭
和
五
十
三
年
か
ら
続
く
、
神
戸
同
月
堂
地
下
ホ
ー
ル
で
の
「
も

と
ま
ち
寄
席
・
恋
雅
吉
匡
。
神
戸
の
寄
席
文
化
を
支
え
る
催
し
と
し
て

神
戸
っ
子
に
は
お
馴
染
み
だ
。
六
月
十
日
、
こ
の
日
の
ト
リ
を
つ
と

め
た
笑
福
亭
鶴
瓶
さ
ん
に
編
集
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
「
恋
雅
吉
匡
や

そ
の
前
身
「
柳
笑
亭
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
楠
本
喬
章
さ
ん
や
松

鶴
師
匠
の
思
い
出
話
か
ら
始
ま
り
、
復
興
へ
向
か
う
神
戸
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ま
で
、
楽
し
い
夏
の
夜
語
り
と
な
り
ま
し
た
。

☆
も
と
ま
ち
恋
雅
亭
と
松
鶴
師
匠
、
楠
本
喬
章
先
生
の
こ
と

ｌ
「
恋
雅
亭
」
に
は
よ
く
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
。

鶴
瓶
僕
の
帥
匠
（
笑
福
亭
松
鶴
）
が
、
笑
ク
リ
エ
ー
ト
社
の
楠
本

喬
章
さ
ん
と
は
す
ご
く
懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
ん
で
す
。
師

匠
が
先
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
楠
本
先
生
を
師
匠
み
た
い
に
思
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
一
番
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
逆
に
僕
み
た
い
な
ん
が
今
夜
み
た
い
に
恋
雅
亭

4０
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で
ト
リ
を
務
め
る
い
う
の
は
、
天
国
で
怒
っ
て

は
る
ん
と
ち
が
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

ｌ
そ
う
い
う
年
頃
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。

鶴
瓶
そ
う
で
す
ね
。
も
う
二
十
五
年
も
や
っ

て
い
ま
す
か
ら
。
で
も
僕
は
中
入
り
後
す
ぐ
に

や
る
か
ぶ
り
が
好
き
な
ん
で
す
。
か
ぶ
り
は
座

を
華
や
か
に
す
る
感
じ
で
す
か
ら
。

ｌ
ト
リ
は
重
た
い
で
す
か
ら
ね
．

鶴
瓶
全
部
や
り
通
し
た
後
で
す
か
ら
、
あ
っ

さ
り
仕
上
げ
た
ほ
う
が
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

僕
を
見
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
あ
る
の

で
、
両
方
の
思
い
も
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
長
く
普

通
の
し
ゃ
べ
り
も
せ
な
い
か
ん
し
・
そ
ん
な
こ

と
に
気
を
造
わ
ず
に
や
れ
る
前
の
方
が
好
き
で

す
ね
。

Ｉ
楠
本
さ
ん
が
兵
庫
区
で
開
い
た
「
抑
笑
亭
」

の
頃
に
入
門
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

鶴
瓶
昭
和
四
十
七
年
で
す
。
あ
の
頃
に
入
門

し
た
、
文
福
と
か
福
三
、
小
松
、
小
軽
、
仁
福

ク
ス
ク
ス

と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
、
「
楠
々
の
今
云
」
と
い
う
の

を
九
十
四
年
に
白
鶴
さ
ん
の
蔵
で
第
一
回
を
ゃ

ら
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
す
ぐ
に
震

災
で
蔵
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
、
今
年
よ
う
や

く
蔵
が
復
活
し
た
の
で
、
十
月
十
二
日
に
ま
た

「
楠
々
の
今
三
を
や
る
ん
で
す
。

ｌ
「
楠
々
の
会
」
と
い
う
の
は
良
い
名
前
で
す

ね
。鶴

瓶
楠
本
先
生
は
本
当
に
欲
得
抜
き
に
や
っ

て
お
ら
れ
た
ん
で
、
な
ん
と
か
先
生
の
名
前
を

残
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

ｌ
楠
本
さ
ん
無
し
で
は
、
神
戸
の
落
語
は
根
差

さ
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。

１
４１

１

６月１０日、恋雅亭のトリを務めた鶴瓶師匠。「神戸っ子さん、いまのうちに写真とってや｣ 。派手な動きで観客を沸かせる

引

．」
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将Ｐ

Ｉ

ｌ
明
る
く
生
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら

ね
。
一
時
は
笑
っ
た
ら
い
け
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
ね
。

☆
松
鶴
師
匠
の
追
っ
か
け
か
ら
弟
子
入
り
へ

蝋
ザ

ジ

ゅ凸噴

覇吟吟

ｌ
鶴
瓶
さ
ん
も
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
年
齢
が
変
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
よ
う

で
す
ね
。

鶴
瓶
三
十
を
き
っ
か
け
に
髪
を
切
っ
た
ん
で
す
。
大
学
の
落
研
の

頃
か
ら
髪
は
長
か
っ
た
ん
で
す
が
。
僕
ら
の
頃
は
落
研
が
ブ
ー
ム
だ

っ
た
ん
で
す
。
僕
は
浪
速
高
校
の
と
き
に
落
研
を
作
っ
た
ん
で
す
。

ｌ
本
当
に
は
し
り
の
こ
ろ
で
す
ね
。

鶴
瓶
そ
う
で
す
ね
。
仁
鶴
、
三
枝
の
頃
で
す
。
仁
鶴
の
影
響
は
す

ご
く
受
け
て
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
仁
鶴
の
師
匠
の
と
こ
ろ
に
行
き

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
松
鶴
は
知
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
。
た
ま
た
ま
浪
速
高
校
の
要
手
に
は
三
代
目
、
春
団
治
師
匠
の

家
が
あ
っ
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
近
く
に
松
鶴
の
家
が
あ
っ
て
、
何

;Ii縮I！蕊 、
。
』

蕊 一

鶴
瓶
落
語
と
い
う
の

は
、
い
ま
い
ろ
ん
な
形

で
商
売
に
な
る
ん
で
す

け
ど
、
そ
の
商
売
で
は

な
い
基
盤
を
本
当
に
落

語
を
愛
す
る
気
持
ち
で

作
ら
れ
た
。
震
災
が
あ

っ
て
、
風
月
堂
の
「
恋

雅
亭
」
も
落
語
の
マ
ニ

ア
だ
け
で
な
い
一
般
の

方
に
も
来
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
震
災

は
大
変
な
こ
と
で
し
た

け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
バ

ネ
に
し
て
い
る
所
が
あ

り
ま
す
。

創業1 0 0 周年の神戸同月堂本店

ｌ
狸
ｌ

と
な
く
の
縁
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
意
識
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
れ
が
、
京
都
の
市
民
寄
席
で
や
っ
て
は
る
噺
を
聞
い
て
、
玄
」
い

お
も
し
ろ
い
人
や
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
人
物
の
部
分

に
興
味
を
も
っ
て
松
鶴
の
追
っ
か
け
を
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
金
平

の
会
と
い
っ
て
、
米
朝
師
匠
が
や
っ
て
は
る
会
で
「
あ
の
坊
さ
ん
の

頭
見
て
い
た
ら
、
ネ
タ
忘
れ
て
し
も
た
か
ら
オ
チ
言
う
て
降
り
ま
す
」

と
言
っ
て
高
座
か
ら
降
り
て
し
ま
い
よ
っ
た
ん
で
す
。
な
ん
ち
ゅ
う

人
や
、
も
の
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
落
語
と
い

う
こ
と
よ
り
人
物
の
ほ
う
か
ら
入
り
ま
し
た
ね
。

ｌ
な
ん
か
分
か
る
気
が
し
ま
す
ね
。

鶴
瓶
好
き
な
顔
と
か
好
き
な
雰
囲
気
と
か
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ｌ
そ
れ
で
す
よ
ね
。

鶴
瓶
松
鶴
と
い
う
の
は
、
好
き
な
雰
囲
気
の
顔
な
ん
で
す
よ
。

ｌ
独
特
や
も
ん
ね
．
む
か
し
、
神
戸
の
新
開
地
で
寄
席
が
あ
っ
て
み

ん
な
出
て
は
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

鶴
瓶
松
竹
座
で
す
ね
。
僕
が
入
門
し
て
二
年
目
に
な
く
な
っ
た
ん

で
す
。
よ
く
師
匠
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
し
た
し
、
ザ
・
パ
ン
ダ
の

向
こ
う
を
張
っ
て
、
う
ち
の
会
社
が
売
れ
な
い
か
ん
と
僕
と
松
枝
兄

か
く
ざ

さ
ん
と
松
喬
（
当
時
・
角
三
）
と
一
一
一
人
で
、
一
二
色
す
み
れ
を
作
れ
と

言
わ
れ
た
。
僕
は
ひ
と
月
く
ら
い
イ
ヤ
で
イ
ヤ
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

な
ん
か
組
ま
さ
れ
る
こ
と
が
イ
ヤ
だ
っ
た
。
そ
ん
な
ん
に
組
ま
さ
れ

る
の
は
似
合
わ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
の
で
た
く
さ
ん
松
竹
座

に
は
出
て
い
ま
し
た
。

ｌ
い
い
小
屋
が
次
々
に
つ
ぶ
れ
て
、
柳
笑
亭
の
あ
の
時
代
か
ら
元
町

に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

鶴
瓶
も
う
二
十
年
は
過
ぎ
ま
し
た
ね
。
僕
は
柳
笑
亭
で
ス
タ
ー
ト

し
て
、
下
足
も
し
て
い
ま
し
た
し
、
「
つ
ば
す
会
」
は
全
然
の
お
客

が
入
ら
な
か
っ
た
。
さ
ん
ま
も
あ
そ
こ
に
出
て
い
る
ん
で
す
よ
．

ｌ
い
ま
を
と
き
め
く
人
た
ち
が
、
出
て
い
た
ん
で
す
ね
。

鶴
瓶
僕
な
ん
か
は
、
つ
ば
す
会
と
い
う
手
作
り
の
小
屋
で
育
っ
た

し
、
師
匠
が
手
作
り
の
会
を
や
っ
て
い
た
か
ら
、
ど
う
し
て
も
手
作

り
の
小
屋
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
ん
で
す
。

ｌ
あ
の
と
き
で
九
十
人
く
ら
い
の
小
屋
で
し
た
ね
。
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３
醗
而
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一
輪

鶴
瓶
九
十
人
も
入
っ
た
ら
い
っ
ぱ
い
の
小
屋
に
百
人
く
ら
い
入
っ

て
い
て
、
消
防
署
が
来
て
消
防
法
に
引
っ
掛
か
る
と
言
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
メ
ン
バ
ー
が
い
い
時
は
入
る
し
、
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
お

客
は
来
な
い
。
お
客
さ
ん
と
い
う
の
は
身
勝
手
な
も
の
だ
け
ど
、
メ

ン
バ
ー
関
係
無
し
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
。
隣
の
文
房
具
屋
、
牛
乳

屋
も
買
っ
て
、
そ
の
辺
を
全
部
柳
笑
亭
に
し
た
い
、
と
い
う
テ
ー
プ

が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

ｌ
松
鶴
師
匠
ら
し
い
で
す
ね
。

３■

鰯
魯.

＝
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１

☆
つ
っ
か
け
履
き
の
お
客
さ
ん
を
寄
び
込
み
た
い

ｌ
鶴
瓶
さ
ん
の
フ
ァ
ン
は
女
性
が
多
い
で
す
ね
。

鶴
瓶
フ
ァ
ン
と
い
う
言
い
方
は
あ
ま
り
好
き
や
な
い
ん
で
す
。
同

類
と
い
う
か
仲
間
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
ね
。
自
分
が
そ
ん
な
に

世
間
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
き
か
ら
、
僕
を
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
人
た
ち
と
い
う
の
は
、
な
ん
か
嬉
し
い
で
す
ね
。
二
十
年
近
く
ず

っ
と
見
て
来
て
く
れ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
。
逆
に
自
分
を
応
援
し
て

く
れ
た
こ
と
に
、
間
違
い
は
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
ん
で
す
。
あ
あ
こ
の
人
を
応
援
し
て

い
て
良
か
っ
た
ね
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
。
逆
に
フ
ァ
ン
に
な
ら
れ

る
と
照
れ
る
み
た
い
な
感
覚
は
あ
り
ま
す
ね
。

ｌ
一
緒
に
育
つ
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

柳
笑
亭
か
ら
恋
雅
寄
席
に
な
り
、
出
て
い
た
人
た
ち
も
育
っ
て
い
く

と
い
う
の
は
嬉
し
い
も
の
で
す
ね
。

鶴
瓶
誰
か
が
突
出
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
落
語
家
全
体
が
育

っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
落
語
家
は
、
小
屋
だ
け
に
固
執
し
て

し
ま
っ
て
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
フ
ァ
ン
だ
け
を
相
手
に
す
る
人
が
多
い
。

師
匠
は
違
っ
た
。
そ
の
辺
の
つ
っ
か
け
履
き
の
お
客
さ
ん
が
ど
れ
だ

け
寄
席
に
入
れ
る
か
を
目
標
に
や
っ
て
は
っ
た
。
通
り
が
か
り
に
、

鶴
瓶
と
書
い
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
な
ん
と
な
く
寄
席
に
入
っ

て
く
る
。
そ
う
い
う
形
が
、
師
匠
が
一
番
望
ん
だ
形
で
す
。

ｌ
娯
楽
と
し
て
庶
民
が
喜
ん
で
行
く
、
大
衆
性
の
あ
る
場
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。

鶴
瓶
自
分
を
笑
っ
て
も
ら
お
う
で
は
な
く
て
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
な
い
と
だ
め
な
ん
で
す
ね
。
僕
は
マ
ス
コ
ミ
に
出
て
し
ま
っ
て

い
る
か
ら
、
派
手
な
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
僕
に
は
師
匠
が
ず
っ
と
や

っ
て
き
て
い
た
寄
席
へ
の
思
い
が
あ
る
。
僕
ら
、
噺
家
は
師
匠
に
つ

い
て
そ
こ
か
ら
学
ば
な
い
と
意
味
が
な
い
ん
で
す
。

ｌ
そ
う
い
う
姿
勢
を
学
ぶ
ん
で
す
ね
。

鶴
瓶
弟
子
が
名
前
を
も
ら
っ
た
ら
、
も
う
舞
い
上
が
っ
て
千
社
札

を
作
っ
て
貼
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
ん

で
す
。
名
前
は
勝
手
に
一
人
歩
き
し
て
人
が
育
て
て
く
れ
る
も
の
で

１
４３

１

悪～

舞台から降りても気さくな鶴瓶さん
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鶴
瓶
テ
レ
ビ
を
否
定
す
る
人
も
い
ま
す
け
ど
、
テ
レ
ビ
ほ
ど
難
し

い
も
の
は
な
い
。
寄
席
は
二
百
人
く
ら
い
の
お
客
さ
ん
で
す
。
落
語

会
は
総
合
の
も
の
で
す
か
ら
、
前
が
お
腹
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ら
軽
目

に
や
る
と
か
で
き
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ
と
い
う
の
は
二

千
万
人
が
見
て
い
る
。
ど
う
操
る
か
。
大
変
な
ん
で
す
。

１
馬
力
が
要
り
ま
す
よ
ね
。

鶴
瓶
だ
か
ら
、
さ
ん
ま
は
す
ご
い
ん
で
す
よ
。
簡
単
に
ビ
ー
ト
た

け
し
は
ど
う
と
か
、
タ
モ
リ
は
ど
う
と
か
批
評
す
る
け
ど
そ
ん
な
も

の
じ
ゃ
な
い
。
僕
ら
は
そ
ば
で
感
じ
な
が
ら
、
こ
ん
な
ん
ず
つ
と
勝

た
れ
へ
ん
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
ひ
ね
れ
ば
い

つ
も
出
て
い
る
、
二
千
万
人
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
人
と
い
っ
し
ょ

に
出
て
い
な
い
と
落
語
界
は
だ
め
に
な
る
。
特
殊
な
世
界
だ
け
に
こ

も
っ
て
い
て
は
だ
め
な
ん
で
す
。

す
か
ら
。
そ
の
場
は
受
け
て
も
長
続
き
し
な
い
。
精
神
が
ち
ゃ
ん
と

し
て
い
て
初
め
て
長
続
き
す
る
。

ｌ
そ
れ
が
本
物
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
気
持
ち
が
嬉
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
は
テ
レ
ビ
で
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
に
も

鶴
瓶
の
魅
力
が
あ
る
。

☆
松
鶴
師
匠
の
む
ち
や
く
ち
ゃ
な
人
生
に
憧
れ
て

米之助師匠が手紙で「ちりすべ」を教えてくれた

ｌ
み
ん
な
に
受
け
る
テ
レ
ビ
だ
け
に
出
る
人
が
多
い
け
れ
ど
、
落
語

も
両
方
や
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
手
作
り
も
あ
り
、
マ
ス

の
も
の
も
や
る
。
仁
鶴
に
憧
れ
た
と
い
う
の
は
ラ
ジ
オ
で
す
か
、
落

語
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

鶴
瓶
ラ
ジ
オ
と
か
落
語
と
い
う
よ
り
、
そ
の
と
き
の
ム
ー
ド
で
す

か
ら
ね
。
そ
れ
に
憧
れ
て
来
て
い
ま
す
か
ら
、
い
ま
で
も
仁
鶴
に
会

う
と
あ
が
り
ま
す
よ
。
ふ
だ
ん
の
真
面
目
な
仁
鶴
を
兄
弟
子
と
し
て

知
っ
て
い
て
も
、
い
ま
だ
に
何
を
見
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
だ

か
ら
、
逆
に
、
仁
鶴
の
と
こ
ろ
に
弟
子
に
入
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
ね
。

ｌ
で
も
、
も
と
も
と
の
持
ち
味
は
仁
鶴
と
い
う
よ
り
松
鶴
だ
か
ら
、

良
か
っ
た
ん
で
は
な
い
で
す
か
。

鶴
瓶
師
匠
に
弟
子
入
り
し
て
ま
す
か
ら
そ
う
な
る
ん
で
し
ょ
う

ね
。
憧
れ
る
の
は
仁
鶴
で
す
け
ど
、
人
生
に
憧
れ
る
の
は
松
鶴
で
す

ね
。
む
ち
や
く
ち
ゃ
な
人
生
で
す
か
ら
ね
。

ｌ
む
ち
や
く
ち
や
で
き
て
幸
せ
で
す
ね
。

鶴
瓶
月
に
一
回
、
墓
参
り
に
行
く
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
か
あ
そ
こ

に
行
く
と
落
ち
着
き
ま
す
ね
。
子
供
の
こ
ろ
は
、
な
ん
で
墓
参
り
な

ん
か
す
る
ん
や
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
石
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
何

を
す
る
ん
や
。
で
も
、
一
カ
月
行
け
な
い
と
き
が
あ
る
と
、
イ
ラ
イ

ラ
し
て
行
か
な
い
と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

Ｉ
や
っ
ぱ
り
霊
が
呼
ぶ
ん
で
す
ね
。
師
匠
の
魂
に
会
い
に
行
っ
て
は

る
ん
で
す
ね
。
行
っ
た
ら
こ
こ
ろ
が
休
ま
る
ん
で
し
ょ
う
。

鶴
瓶
行
か
な
い
と
怒
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
ん
な
ん
す
る

人
間
や
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
だ
か
ら
、
元
町
「
恋
雅
亭
」
で

ト
リ
を
す
る
と
あ
が
る
ん
で
す
よ
。
ず
１
つ
と
か
ぶ
り
を
や
り
た
い

な
と
思
い
ま
す
。
も
う
い
つ
ぺ
ん
初
心
に
返
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
み

た
い
で
す
け
ど
、
ど
う
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ｌ
楠
本
さ
ん
や
師
匠
の
霊
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
ん
や
ろ

う
ね
。
ト
リ
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
く
る
と
天
命
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ

る
。
自
分
が
や
る
と
い
う
よ
り
、
与
え
ら
れ
る
場
と
い
う
感
じ
で
し

ょ
う
ね
。

１
４４

１
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☆
芸
よ
り
も
血
を
教
え
な
い
と
だ
め

同
じ
大
学
で
音
楽
を
や
っ
て
い
な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
大
き
く

な
っ
た
、
あ
の
ね
の
ね
。
あ
い
つ
ら
は
す
ご
い
。
い
ま
も
全
然
変
わ

ら
へ
ん
し
、
消
え
て
い
な
い
。

ｌ
何
と
も
思
わ
ん
と
、
気
取
ら
ん
と
い
け
る
の
は
関
西
人
の
強
味
や

ろ
う
ね
。

鶴
瓶
歴
史
の
な
い
も
の
や
か
ら
軽
視
さ
れ
る
け
れ
ど
、
と
ん
で
も

な
い
。
何
も
な
か
っ
た
も
の
を
作
り
上
げ
る
ほ
ど
す
ご
い
こ
と
は
な

い
。
日
本
人
は
す
ぐ
、
伝
統
と
か
文
化
が
す
ご
い
と
思
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
け
ど
、
個
人
が
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
は
、
周
り
が
安
易
に
認

め
な
い
か
ら
す
ご
い
と
思
う
。

ｌ
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
や
か
ら
ね
え
。
伝
統
芸
と
し
て
の
良
さ
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
良
さ
、
ど
っ
ち
も
あ
る
か
ら
。

鶴
瓶
伝
統
の
中
で
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
噺
家
は
多
い
。
も
っ
と

自
分
自
身
を
磨
い
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

ｌ
そ
こ
の
切
瑳
琢
磨
は
む
つ
か
し
い
。
で
も
鶴
瓶
さ
ん
の
場
合
は
、

あ
の
ね
の
ね
と
競
い
な
が
ら
や
っ
て
来
た
部
分
が
あ
っ
た
か
ら
、
落

語
の
世
界
で
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
ん
で
は
な
い
で
す
か
。

鶴
瓶
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぼ
さ
ぼ
さ
の
頭
を
し
て
、
音
楽

と
か
を
や
っ
て
い
た
僕
の
す
べ
て
を
認
め
て
く
れ
た
の
が
師
匠
で

す
。
あ
の
頭
で
見
せ
た
ほ
う
が
こ
い
つ
は
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
く

れ
る
も
の
が
あ
る
。
自
分
で
も
不
思
議
や
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
認
め
て
く
れ
る
師
匠
で
あ
っ
た
。

ｌ
い
い
師
匠
に
め
ぐ
り
あ
い
ま
し
た
ね
。

鶴
瓶
そ
れ
と
吉
本
興
業
と
い
う
怪
物
み
た
い
な
大
き
な
も
の
が
あ

っ
た
か
ら
、
い
ま
で
も
こ
う
や
っ
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
挑
戦
し
て

い
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

１
Ａ
神
戸
の
人
た
ち
に
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

鶴
瓶
一
番
弱
い
い
ま
が
、
一
番
自
分
の
強
さ
が
わ
か
る
と
き
だ
か

ら
、
ど
ん
な
ど
ん
底
で
も
、
も
う
あ
か
ん
わ
と
思
わ
ず
に
い
て
欲
し

い
で
す
。

〈
６
月
加
日
「
く
り
や
」
で
〉

１
４５

１識

鶴
瓶
こ
ん
ど
竹
園
で
落
語
会
を
や
る
の
に
ネ
タ
を
何
に
し
よ
う
か

考
え
て
い
て
「
子
は
か
す
が
い
」
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
師
匠
の

「
子
は
か
す
が
い
」
が
す
ご
く
好
き
だ
っ
た
ん
で
、
テ
ー
プ
を
聞
い

て
い
た
。
そ
し
た
ら
「
し
り
す
べ
一
本
盗
ん
だ
こ
と
な
い
ね
ん
ぞ
」

と
言
っ
て
る
ん
で
す
。
「
し
り
す
べ
」
っ
て
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な

い
。
ど
こ
に
聞
い
て
も
分
か
ら
な
く
て
、
困
り
果
て
て
米
之
助
師
匠

に
電
話
し
た
ら
そ
れ
は
松
鶴
が
歯
が
抜
け
て
い
た
か
ら
そ
う
聞
こ
え

た
け
ど
「
ち
り
す
べ
」
や
。
全
国
的
な
言
葉
で
言
え
ば
「
わ
ら
し
く
」

で
、
上
方
落
語
集
の
第
五
巻
に
出
て
い
る
か
ら
。
っ
て
即
答
な
ん
で

す
。
し
か
も
、
僕
が
上
方
落
語
集
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
と
わ
ざ

わ
ざ
コ
ピ
ー
し
た
も
の
に
説
明
を
つ
け
て
手
紙
を
く
れ
は
っ
た
。
こ

れ
が
噺
家
の
精
神
な
ん
で
す
。
七
十
歳
過
ぎ
て
い
る
お
師
匠
は
ん
は
、

落
語
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
僕
に
、
す
ぐ
こ
れ
だ
け
の
思

い
を
か
け
て
く
れ
は
る
。
そ
う
い
う
精
神
を
継
承
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
噺
家
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い

ま
す
。

ｌ
そ
の
辺
が
伝
統
芸
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
ね
。
そ
う
い
う
も
の
を
も

ら
っ
て
、
み
ん
な
今
も
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
し
、
鶴

瓶
さ
ん
自
身
も
幸
せ
で
す
よ
ね
。

鶴
瓶
だ
か
ら
、
し
よ
う
も
な
い
弟
子
を
作
っ
た
ら
い
か
ん
の
で
す
。

ｌ
い
い
話
で
す
ね
。
こ
れ
が
Ｈ
本
の
文
化
の
伝
統
が
流
れ
て
い
く
道

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

鶴
瓶
こ
れ
が
ほ
か
の
芸
に
な
い
血
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
芸
よ
り

血
を
教
え
な
い
と
だ
め
な
ん
で
す
。
芸
は
本
人
が
作
る
も
の
な
ん
で

す
。
芸
は
人
な
り
と
言
い
ま
す
け
ど
、
そ
の
人
な
り
の
人
柄
が
出
て

い
れ
ば
、
そ
れ
は
稚
拙
な
も
の
で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
ん
で
す
。

本
当
に
自
分
自
身
に
そ
う
い
う
心
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
で
感
動
し
て

も
ら
え
る
。
「
子
は
か
す
が
い
」
を
や
る
こ
い
つ
を
ど
う
に
か
う
ま

く
や
ら
し
て
や
ろ
う
と
い
う
、
米
之
助
師
匠
の
心
。

ｌ
そ
れ
は
、
芸
を
や
っ
て
い
る
同
志
の
感
覚
で
し
ょ
う
ね
。

鶴
瓶
ぽ
く
に
と
っ
て
、
さ
ん
ま
は
同
志
な
ん
で
す
．
ラ
イ
バ
ル
は
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怖いものづく心
露の団詞露語家》

れ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
戦
死

し
た
誰
某
で
あ
る
と
か
、
あ
の
場
所
や
っ

た
ら
あ
の
人
ち
や
う
か
、
会
い
た
か
っ
た

恐怖のエッセイ 団六。夏の夜噺

け
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

私
が
子
供
の
頃
、
家
の
前
は
、
町
の
共

同
墓
地
で
あ
っ
た
。
私
の
父
方
も
母
方
も

こ
こ
に
眠
っ
て
い
る
。
で
、
あ
る
か
ら
し

て
、
墓
に
対
す
る
恐
怖
は
な
か
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
幽
霊
も
怖
く
は
な
か
っ
た
。

時
々
幽
霊
を
見
た
、
と
、
い
う
噂
が
流

な
あ
、
と
か
、
と
ぼ
け
た
大
人
の
会
話
を

聞
い
て
い
た
せ
い
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

我
々
も
お
盆
の
日
に
は
、
お
供
え
の
バ
ナ

ナ
を
如
何
に
し
て
蟻
よ
り
早
く
食
べ
る
か
、

し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
、
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
よ
り
も
、
大
人
の
作
り
出
す
、
足
の

親
指
が
し
ゃ
べ
り
出
す
話
と
か
、
便
所
か

ら
手
が
出
て
く
る
話
の
ほ
う
が
怖
か
っ
た
。

我
々
は
、
家
の
便
所
に
行
く
の
に
親
を

起
こ
し
、
夜
中
、
親
が
寝
静
ま
っ
て
か
ら

バ
ナ
ナ
や
ら
、
り
ん
ご
や
ら
を
狙
っ
て
墓

場
に
行
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
っ
ち

の
ほ
う
が
恐
い
と
思
う
。

同
じ
こ
と
を
、
墓
場
に
住
み
着
い
て
い

た
、
通
称
、
タ
コ
の
お
っ
さ
ん
も
思
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
近
所
の
大
人
の
話

に
よ
る
と
、
こ
の
オ
ッ
サ
ン
は
戦
後
間
も

な
く
こ
の
墓
場
に
、
年
老
い
た
爺
ち
ゃ
ん

と
と
も
に
住
み
着
い
た
ら
し
く
、
私
が
物

心
着
い
た
頃
に
は
、
管
理
人
の
よ
う
に
な

っ
て
い
て
、
線
香
や
ら
、
蝋
燭
や
ら
、
を

売
っ
て
い
た
。

お
供
え
の
り
ん
ご
を
取
ろ
う
と
手
を
伸

ば
す
と
、
墓
石
の
後
ろ
か
ら
お
っ
さ
ん
の

顔
が
出
て
き
て
「
こ
ら
あ
、
な
に
し
と
ん

ね
ん
」
と
、
言
う
顔
は
怖
い
と
か
い
う
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
命
か
ら
が
ら
逃
げ
出

し
た
我
々
が
あ
と
で
墓
場
へ
行
く
と
、
り

ん
ご
も
バ
ナ
ナ
も
消
え
て
い
た
。
お
っ
さ

ん
は
我
々
の
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。昼

間
、
我
々
は
墓
場
で
蝶
々
を
採
っ
て

い
た
。
網
の
中
に
ア
ゲ
ハ
蝶
を
入
れ
る
の

と
、
我
々
の
頭
に
強
烈
な
パ
ン
チ
が
飛
ぶ

夏
で
あ
る
。
夏
の
夜
は
怖
い
。
何
と
な

く
怖
い
。
子
供
は
夏
休
み
で
夜
更
か
し
を

し
て
い
る
。
大
人
は
そ
れ
を
よ
い
こ
と
に

酒
の
勢
い
で
あ
る
こ
と
な
い
こ
と
怖
い
話

を
や
り
ま
く
り
、
テ
レ
ビ
で
は
四
谷
怪
談
、

落
語
家
は
怪
談
噺
、
と
、
怖
い
話
の
オ
ン

パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。

お
蔭
で
子
供
た
ち
は
一
人
で
便
所
に
行

１
４６

１
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ロ一志

E；j‘

龍

蝿の団六（つゆの･ だんろく）１９５８年
生まれ。1 9 8 2 年神戸大学教育学部卒業。
在学中に「もとまち寄席．恋雅亭」で露
の五郎の噺を聞き入門を決意、落語家と
なる。ＡM 神戸「露の団六のニュース大
通り」のキャスターとしても活躍中。

一
一

乗

る
。同

一
人
物
だ
と
は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
怖
い
。

線
路
の
南
に
は
小
学
校
が
あ
っ
た
。
ど

こ
に
で
も
あ
る
、
二
宮
金
次
郎
さ
ん
が
、

実
は
漫
画
の
本
を
読
ん
で
い
る
、
と
い
う

噂
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
あ
ほ
な
、
と
、
思

っ
て
い
た
。
尊
徳
さ
ん
の
像
は
、
当
時
、

教
室
か
ら
手
の
届
く
近
さ
に
あ
り
、
休
み

時
間
が
終
わ
っ
て
授
業
が
始
ま
る
と
、
尊

徳
さ
ん
の
手
の
上
に
は
天
才
バ
カ
ボ
ン
と

か
、
魔
法
使
い
サ
リ
ー
が
乗
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
く
な
か
っ
た
。

中
二
の
夏
、
十
四
歳
の
時
、
転
校
し
た
。

怖
か
っ
た
。
勉
強
が
分
か
ら
ん
、
教
科
書

は
進
み
過
ぎ
、
女
の
子
が
可
愛
い
。
あ
だ

名
が
違
う
、
さ
き
っ
ぺ
、
も
つ
ち
ゃ
ん
、

ミ
サ
、
で
あ
る
。
本
名
で
あ
る
。

我
々
は
違
う
。
ぶ
た
、
へ
こ
き
虫
、
か

に
。
本
名
は
な
い
。
見
た
ま
ま
。
し
た
ま

ま
、
で
あ
る
。

あ
の
時
、
縁
あ
っ
て
ま
た
、
元
の
区
に

暮
ら
し
て
い
た
。
小
学
校
も
中
学
校
も
破

壊
さ
れ
、
墓
石
も
倒
壊
し
た
。
三
十
六
才

に
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
街
に
泣
き
な
が
ら

立
ち
す
く
ん
だ
私
の
目
に
入
っ
た
の
は
、

仁
王
立
ち
し
て
子
供
の
手
を
引
い
て
い
る
、

へ
こ
き
む
し
。
「
し
っ
か
り
せ
ん
か
い
な
」

舷
し
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
向
こ
う

に
は
、
が
に
ま
た
、
そ
ば
か
す
、
ふ
ろ
し

き
、
が
ん
ぺ
き
、
こ
お
ろ
ぎ
、
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
、
す
や
き
。

と
、
お
っ
た
ら
ぼ
ん
ま
に
怖
か
っ
た
や

る
な
あ
。
み
ん
な
ご
め
ん
。

の
が
ほ
ぼ
同
時
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
お

っ
さ
ん
の
血
走
っ
た
顔
が
あ
り
、
震
え
る

唇
か
ら
は
、
微
か
に
「
蝶
々
殺
す
な
」
と
、

聞
こ
え
て
き
た
。
「
わ
い
ら
を
殺
す
な
」
と
、

一
言
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
聞
こ
え
て
な

か
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
は
、
怖
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
爺
ち
ゃ
ん
は
呆
け
て

き
た
。
毎
日
の
よ
う
に
オ
ネ
シ
ョ
を
し
、

丸
裸
に
さ
れ
て
、
お
っ
さ
ん
に
た
た
か
れ

て
い
た
。
夜
中
の
二
時
三
時
に
「
ヒ
ー
、

ヒ
ー
」
と
、
聞
こ
え
て
き
た
。
こ
れ
も
怖

か
っ
た
。

そ
し
て
、
あ
る
日
お
っ
さ
ん
が
い
な
く

な
っ
た
。
怖
く
は
な
く
な
っ
た
が
、
何
と

な
く
お
っ
さ
ん
を
心
配
し
て
し
ま
っ
た
。

ほ
か
に
ど
こ
で
生
き
て
い
け
る
ね
ん
、
こ

の
こ
と
の
ほ
う
が
怖
い
。

墓
の
南
側
に
は
、
阪
神
電
車
が
通
っ
て

い
る
。
あ
る
日
、
ブ
レ
ー
キ
の
つ
ぶ
れ
た

自
転
車
に
乗
っ
て
、
鉄
条
網
付
き
の
柵
に

突
っ
込
ん
だ
。
血
ま
み
れ
に
な
っ
た
私
は
、

気
丈
に
も
家
に
帰
り
、
保
険
証
を
持
っ
て
、

病
院
へ
行
き
、
三
十
分
ほ
ど
順
番
を
待
っ

て
、
八
針
ほ
ど
縫
っ
て
も
ら
っ
た
。
と
、

い
う
よ
り
、
そ
れ
だ
け
縫
う
の
が
や
っ
と

だ
っ
た
、
ら
し
い
。
そ
こ
ら
ぢ
ゅ
う
血
だ

ら
け
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
だ
れ
も
何
も
騒

が
ず
、
全
く
普
段
通
り
の
待
合
室
だ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
怖
い
。

中
一
の
と
き
、
蓄
膿
と
中
耳
炎
を
同
時

に
患
い
、
こ
の
病
院
に
通
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
同
じ
先
生
が
、
行
く
度
に
、
鼻
を
か

め
、
と
言
っ
た
り
、
鼻
だ
け
は
か
む
な
、

と
言
っ
た
り
、
う
ろ
う
ろ
し
た
こ
と
が
あ

１
４７

１
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その２

詞矧〆：
〆零型

Ｉ 厚

兵
庫
県
・
播
磨
科
学
公
園
都
市

八
月
よ
り
『
ま
ち
び
戸
つ
き
」
の
イ
ベ
ン
ト

「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
‐
８
』
の
完
成
を
記
念
し
て

「
上
郡
民
報
」
編
集
長
山
本
修

日本タウン誌協会共同企画
編集長

ｵ 6 すすめの旅

１
４８

１

兵
庫
県
の
西
、
播
磨
平
野
の
中
心

に
姫
路
城
が
あ
る
。
そ
の
美
し
い
姿

は
白
壁
か
ら
の
連
想
で
白
鷺
城
と
も

呼
ば
れ
る
。
さ
き
ご
ろ
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
姫
路
城
は
も
ち
ろ

ん
、
城
を
擁
す
る
姫
路
市
も
世
界
中

に
そ
の
名
が
知
ら
れ
た
。

こ
の
姫
路
市
の
西
北
西
約
二
十
五

キ
ロ
の
丘
陵
地
に
、
十
一
年
前
か
ら

播
磨
科
学
公
園
都
市
が
兵
庫
県
の
事

業
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。
約
七
百
四

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
に
小
・
中
・

高
・
大
学
の
教
育
機
関
や
企
業
研
究

所
、
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
、
住
宅
、

生
活
関
連
施
設
な
ど
が
と
と
の
っ

た
。
昼
間
人
口
三
千
人
。
活
気
あ
る

街
の
全
体
像
が
見
え
て
き
た
。

な
か
で
も
中
心
施
設
と
な
る
『
大

型
放
射
光
施
設
・
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ

イ
ト
』
は
試
運
転
を
終
え
、
本
年
十

月
に
供
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
日
本
原
子
力
研
究
所
と
理
化
学

研
究
所
の
共
同
チ
ー
ム
が
建
設
し
、

欧
米
の
同
種
施
設
よ
り
世
界
最
大
の

規
模
を
誇
る
。

八
十
億
電
子
ボ
ル
ト
（
八
Ｇ
ｅ
Ｖ
）

の
電
圧
で
加
速
さ
れ
た
電
子
は
、
約

千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
円
周
を
も
つ
加

速
器
内
を
光
に
近
い
速
さ
で
走
る
。

電
磁
石
で
こ
の
軌
道
を
曲
げ
る
と
、

光
は
電
子
か
ら
離
れ
て
ま
っ
す
ぐ
進

む
。
こ
れ
を
放
射
光
と
い
う
。

世界一の大型放射光施設「S P r i n g - 8 」

本
年
三
月
二
十
六
日
に
発
生
に
成

功
し
た
放
射
光
は
、
基
礎
科
学
の
研

究
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
る
霊
夢
の
光
」

と
い
わ
れ
る
放
射
光
を
利
用
し
て
蛋

白
質
の
構
造
と
働
き
の
仕
組
み
や
、

物
質
の
性
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
「
非
常
に
明
る
い
」
「
と
て
も

細
く
絞
ら
れ
た
」
「
波
長
範
囲
の
広

い
」
光
で
、
こ
れ
ま
で
見
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
分
子
・
原
子
の
ミ
ク

ロ
な
世
界
を
覗
く
こ
と
が
で
き
る
。

仮
説
を
た
て
て
実
証
す
る
の
に
十

年
も
か
か
っ
て
い
た
物
質
榊
造
の
研

究
が
、
こ
の
放
射
光
を
利
用
す
る
と

数
時
間
で
解
明
で
き
る
。
い
わ
ば

「
星
空
の
下
で
の
研
究
だ
っ
た
の
が
、

太
陽
の
下
で
の
研
究
」
に
な
る
。
医

学
か
ら
地
球
科
学
ま
で
そ
の
利
用
は

広
範
に
わ
た
る
。
「
科
学
公
園
都
幸
聖

は
世
界
の
科
学
界
で
い
ま
一
番
ホ
ッ

ト
な
場
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。こ

の
施
設
の
完
成
記
念
と
新
都
市

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
本
年

八
月
一
日
か
ら
十
月
末
ま
で
「
ま
ち
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ー

翼

、 （
鐸
鍵
、
、
蜜

詞

，
＝可Ｒ

‐両ｑ

ｉ煽Ｉ

録
鎮
静
蜂
》

含

a

【
凶

び
ら
き
』
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

八
月
一
日
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と

パ
レ
ー
ド
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
開

幕
。
海
外
の
科
学
者
も
参
加
す
る
国

際
会
議
や
講
演
会
な
ど
五
回
。
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
（
八
月
五
日
Ⅱ
ス
ピ
ー

ド
・
Ｍ
Ａ
Ｘ
な
ど
）
、
ロ
ポ
ッ
ト
ラ

ン
ド
（
八
月
下
旬
）
や
ソ
ー
ラ
ー
カ

ー
フ
ェ
ス
タ
（
九
月
下
旬
）
、
日
本

宇
宙
少
年
団
兵
庫
国
際
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
（
八
月
六
日
〜
九
日
）
、
高
校
生

p 戸
〆

虫ゼ
堅

陛

鵬
雨
麺

『
司

藷

ヨ哩

匡二一茸、

予
箪

Ｐ 鞭
l『｡

＆

（
広
報
コ
ー
ナ
ー
恋
０
７
９
１
５
。

８
．
１
１
５
５
）
に
予
約
し
て
お
く

と
、
『
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ
イ
ト
」
蓄

積
リ
ン
グ
の
一
部
を
二
階
見
学
室
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の
科

学
界
を
リ
ー
ド
す
る
施
設
な
の
で
見

て
お
き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
自
然
と
調
和
し
た
街
を
探
険
す

る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
播
磨
科
学
公

園
都
市
は
電
線
を
埋
設
し
、
看
板
の

司薗

、q電

活Ｐ

b 声
ＰＧ

ざ･』ｒ弔愛. 隠党
■

F１

※
「
編
集
長
お
す
す
め
の
旅
」
は
、

日
本
タ
ウ
ン
誌
協
会
（
事
務
局
・

月
刊
神
戸
っ
子
）
の
会
員
五
十
誌

の
各
編
集
長
が
順
番
に
執
筆
。
随

時
、
掲
載
し
ま
す
。

設
置
も
規
制
す
る
な
ど
、
都
市
景
観

（
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
）
を
重
視
し

て
い
る
。
中
央
交
差
点
の
周
辺
は
ス

ト
ー
ン
ラ
ン
タ
ン
を
中
心
に
、
直
径

約
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

ア
メ
リ
カ
人
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
よ
る
斬
新
な
設
計
の
公
園
が
あ

る
。
磯
崎
新
氏
や
安
藤
忠
雄
氏
設
計

の
建
物
も
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
め
る
。

新
都
市
や
ス
プ
リ
ン
グ
エ
イ
ト
、

ま
ち
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
さ

ら
に
詳
し
い
情
報
は
次
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

回
兵
庫
県

ゴ
号
善
く
８
●
で
「
の
『
ご
Ｏ
画
Ｏ
吉
言
ユ
ョ
ｍ
８
ョ
で
里

■
ス
プ
リ
ン
グ
エ
イ
ト

ゴ
号
豊
言
昌
・
ｍ
ｇ
ｇ
ｍ
．
○
『
宣

固
上
郡
町

ゴ
号
芸
ミ
ミ
・
の
９
．
コ
ョ
里
一

，
お
ｏ
ゴ
画
。
一
旦
合
１
三
ｓ
ヨ
ー
②
○
三
コ
・
の
曇
．
三
ョ
｜

国
姫
路
工
業
大
学
理
学
部

ゴ
号
芸
ミ
ミ
．
、
○
一
・
ゴ
ー
ョ
畢
訂
ｏ
訂
。
一
旦
ａ
の
×
‐

言
ヨ
ー

◎
交
通
ガ
イ
ド

山
陽
新
幹
線
・
相
生
駅
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
山
陽

線
・
上
郡
駅
よ
り
バ
ス
各
釦
分
。
山
陽
自

動
車
道
・
龍
野
西
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
中
国
自
動

車
道
・
佐
用
Ｉ
Ｃ
よ
り
各
釦
分
。

そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
は
上
郡
民
報
社
へ

公
０
７
９
１
５
．
２
．
０
１
０
１

１
４９

１

＆
夜間、美しく彩られるセンターサークルの疑岩

の
た
め
の
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
（
八
月
十

八
・
十
九
日
）
な
ど
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

（
八
月
）
、
こ
ど
も
「
光

の
城
」
建
設
大
作
戦

（
八
月
中
旬
三
日
間
）
、

熱
気
球
大
会
（
十
月
）

な
ど
。
常
設
の
「
は
り

ま
・
夢
サ
イ
エ
ン
ス
館
」

は
、
二
つ
の
円
形
建
物

を
筒
で
つ
な
い
だ
鉄
ア

レ
イ
の
形
を
し
た
パ
ビ

リ
オ
ン
で
、
小
学
高
学

年
以
上
に
『
科
学
す
る

心
』
を
育
む
参
加
・
体

験
型
の
施
設
。
『
発
見
と

創
造
の
喜
び
』
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
科
学
の
不

思
議
と
驚
き
を
提
供
す

る
。ま

た
、
オ
プ
ト
ピ
ア
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